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○南相馬市斎場条例施行規則 

平成１８年１月１日 

規則第９２号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、南相馬市斎場条例（平成１８年南相馬市条例第２３９号。以下「条例」

という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（使用の許可） 

第２条 条例第５条の規定による許可を受けようとする者は、原町斎場使用許可申請書（様

式第１号）を市長に提出し、使用の許可を受けなければならない。 

２ 市長は、斎場の使用を許可したときは、原町斎場使用許可証（様式第２号）を交付する。 

（使用料の納入） 

第３条 条例第７条の規定による使用料は、原町斎場使用許可証交付の際納入する。 

（使用料の減免） 

第４条 条例第８条に規定する使用料の減免を受けようとする者は、その者が次の各号のい

ずれかに該当するものでなければならない。 

(1) 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による保護を受けている者 

(2) 前号に掲げるもののほか、特に市長が認めたもの 

２ 前項の規定による減免を受けようとする者は、原町斎場使用料減免申請書（様式第３号）

を予め市長に提出し承認を得なければならない。 

（使用者の遵守事項） 

第５条 使用者は、第２条第２項の規定により交付を受けた原町斎場使用許可証及び墓地、

埋葬等に関する法律（昭和２３年法律第４８号）第８条の規定により交付を受けた埋火葬

許可証を斎場の指定管理者に提出し、その指示を受けなければならない。 

（火葬残灰の処分） 

第６条 火葬残灰は、市長が処分するものとする。 

（公募に明示する事項） 

第７条 原町斎場（以下「斎場」という。）は、条例第１４条の規定により指定管理者（地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理者をいう。

以下同じ。）の公募を行う場合は、次に掲げる事項をあらかじめ明示するものとする。 

(1) 斎場の概要 

(2) 指定管理者が行う管理の基準 

(3) 指定管理者が行う業務の範囲及び具体的内容 

(4) 指定の期間 

(5) 利用料金に関する事項 

(6) 市が支払うべき管理の費用（以下「指定管理料」という。）に関する事項 

(7) 申請書の資格要件 

(8) 申請方法及び選定の基準 

(9) その他市長が必要と認める事項 
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（指定申請書の提出等） 

第８条 条例第１６条第１項の規定により指定管理者の指定を受けようとする団体は、指定

管理者指定申請書（様式第４号）に次に掲げる書類を添付して市長に提出しなければなら

ない。 

(1) 管理業務に係る事業計画書及び収支予算書 

(2) 定款、規約その他これらに類する書類 

(3) 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書又はこれに準ずるもの 

(4) 団体の経営状況等を説明する書類 

(5) 市税の完納証明書 

(6) その他市長が必要と認める書類 

（選定結果の通知） 

第９条 市長は、条例第１６条第２項の規定により、指定管理者の候補者を選定したときは、

速やかに選定結果を申請団体に通知しなければならない。 

（協定書に定める事項） 

第１０条 条例第１９条の規定により協定で定める事項は、次に掲げるものとする。 

(1) 指定の期間に関する事項 

(2) 斎場の管理に関する事項 

(3) 使用料金に関する事項 

(4) 指定管理料に関する事項 

(5) 事業報告に関する事項 

(6) 指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項 

(7) 管理の業務に関し知り得た個人情報の取扱いに関する事項 

(8) 管理の業務に関し保有する情報の公開に関する事項 

(9) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（市長による管理） 

第１１条 第５条の規定は、指定管理者に代わって、市長が斎場の管理を行う必要が生じた

場合について準用する。この場合において、これらの規定中「指定管理者」とあるのは「市

長」と読み替えるものとする。 

（その他） 

第１２条 この規則に定めるもののほか条例の施行に関し、必要な事項は、市長が別に定め

る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１８年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、解散前の原町斎場条例施行規則（昭和５９年原町方

部環境衛生組合規則第８号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規則

の相当規定によりなされたものとみなす。 
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附 則（平成２１年規則第２８号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 指定管理者の指定のために必要な行為は、この規則の施行前においても、改正後の南相

馬市斎場条例施行規則（以下「改正後の規則」という。）の例により行うことができる。 

３ この規則の施行前に改正前の南相馬市斎場条例施行規則の規定によりなされた申請、処

分その他の行為でこの規則の施行の際現に効力を有するものは、改正後の規則の相当規定

によりなされた申請、処分その他の行為とみなす。 

附 則（令和７年６月２日規則第２４号） 

この規則は、公布の日から施行する。 
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